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ロータリークラブの職業奉仕とは！

まずはロータリーの基本理念から。

以下「職業奉仕の手引き：実践しよう」
「ロータリアンの行動規範」
（国際ロータリー発行） から引用します
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ロータリーの基本理念

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の
理念を奨励し、これを育むことにある。

具体的には、次の各項を奨励することにある
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第1 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること

第2 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あ
るものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の
職業を高潔なものにすること

第3 ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社
会生活において、日々、奉仕の理念を実践すること

第4 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通
じて、国際理解、親善、平和を推進すること。
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「職業奉仕」という概念

「ロータリーの目的」は、ロータリーの存在目的とロータリアン
の責務について記した哲学的な声明です。
職業奉仕は、「目的」の第2項を土台としており、この項で、
ロータリアンは次のことを奨励し、育むことが求められています。
• 職業上の高い倫理基準
• 役立つ仕事はすべて価値あるものという認識
• 社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を 高潔なも
のとすること
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職業奉仕はロータリーの核心であり、世界中の
地域社会で奉仕を行う土台となるものです。

高い倫理基準の実践を通じて高潔性を推進する
ことは、ロータリアンとして不可欠の要素です。
その中で生まれたのが、「四つのテスト」と
「ロータリアンの行動規範」の2つであり、職
場や生活のあらゆる場面で倫理的行動を実践す
るための指針となっています。

6



四つのテスト
言行はこれに照らしてから
１ 真実かどうか
２ みんなに公平か
３ 好意と友情を深めるか
４ みんなのためになるかどうか

1932年、シカゴ・ロータリー・クラブ会員で、1954-55年度に国際ロータリー会長を務めた
ハーバート J. テイラーにより発案されました。倒産寸前の会社を建て直す役目を担ったテイ
ラーは、仕事における全側面において従うべき倫理的指針として「四つのテスト」を創り、こ
のシンプルな哲学のおかげで、この会社は倒産を免れました。その後、1934年に国際ロータ
リーで採用されて以来、「四つのテスト」はロータリアンが倫理的行動を測る上での重要な物
差しとして用いられてきました。このテストは、多くの言語に翻訳され、世界中でロータリア
ンにより奨励されています。
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The Four-Way Test Of the things we think, say or do

1. Is it the truth?

2. Is it fair to all concerned?

3. Will it build goodwill and better friendship?

4.  Will it be beneficial to all concerned?
8



2. みんなに公平か 
Is it fair to all concerned ? 

「fair」は、「公平」ではなく「公正」 

「concerned」は、「四つのテスト」を
商取引に限るか否かで、 「取引先」と考え
るか、「みんな」でよいか、解釈が変わる 
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ロータリアンの行動規範
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１ 個人として、また事業において、高潔さと高い倫理基準を
もって行動する。

２ 取引のすべてにおいて公正に努め、相手とその職業に対して
尊重の念をもって接する。

３ 自分の職業スキルを生かして、若い人々を導き、特別なニー
ズを抱える人びとの生活の質を高める。

４ ロータリーやほかのロータリアンの評判を落とすような言動
は避ける。
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職業奉仕の歴史

「職業奉仕とは何でしょうか。結論から述べると、職業生活を営んでいく上で、自らの事
業に関連する関係者( 顧客・従業員・取引業者 )を対象にして行う全ての活動を総称して、
職業奉仕と呼んでいます。
従って職業奉仕の活動の場は、自らの職場だということになりますし、奉仕活動の主人

公は、事業主であるあなた自身だということになります。そして職業奉仕を実践した成果
は、これらの関係者全員に及びます。
この考え方を提唱したのが、アーサー・フレデリック・シェルドンであり、それを具体

的に表すモットーとして作られたフレーズが、「He profits most who serves best 最も多
く奉仕する者、最も多く報いられる」です。
なお、このモットーは、元来、1902 年に創立された、シェルドン・スクールのために

作られたモットーであり、「The Golden Rule 黄金律 Do unto others as you would have
them do unto you 貴方が他人からしてもらいたいことを、先に他人にしてあげなさい」
を経営学に基づく奉仕理念に基づいて分かり易く言い直した文章だと説明しています。」

以上 田中毅「シェルドンの奉仕理念」
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職業奉仕の実践例
• 例会で、各会員が自分の職業について話し、互いの職業につい
て学び合う。

尊重しあう＝親睦（信頼できる仲間づくり）

• 地域社会での奉仕プロジェクトで職業スキルを生かす

ご自身の職業（スキル）でボランティア活動する。
清掃活動、炊き出しだけがボランティアではない。
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職業奉仕とそれぞれの奉仕活動
• 若者のキャリア目標を支援する ＝青少年奉仕
• 専門能力の開発を奨励し、指導する

＝青少年奉仕、社会奉仕、国際奉仕
• 高潔さを重んじて仕事に取り組み、言動を通じて模範を示すこ
とで倫理的な行動を周囲に促す（四つのテスト）＝世界平和
職業スキルを奉仕に生かし、自らの職業をクラブで代表するとと
もに 、職場においてもロータリーの理念を実践する責務があり
ます。

職業奉仕の精神は奉仕部門の大地であり、幹である！
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マイロータリーを活用して、職業奉仕を学ぼう！

マイロータリーには、ラーニングコースが公開されています。

ぜひ、ご活用ください。
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職業奉仕は倫理規範！
職業奉仕とは、ロータリアンにとっての倫理規範である。

ロータリアンの活動（職業）に常に意識するべき、指針であり、
それに従った行動をすることが大切。

社会のリーダーとして様々な場面で活躍しよう！

各クラブ内で、職業奉仕について語り合いましょう！
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ご清聴ありがとうございました！
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